
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上下に偏平な筒状の呼び樋を軒天井に埋設するように配設し、軒天井裏に架設した野縁に
呼び樋の取り付け片を引っ掛け支持して成ることを特徴とする呼び樋の取り付け構造。
【請求項２】
呼び樋を上下に偏平な筒状の呼び樋本体と、下方を開口せる断面コ字状の取り付けケース
とで構成し、軒天井板を取り付けるための野縁間に取り付けケースを配置すると共に取り
付けケースの両側に設けた取り付け片を上記野縁に引っ掛けて取り付けケースを野縁に支
持し、取り付けケース内に呼び樋本体を嵌め込むと共に取り付けケースの両側片の内面に
夫々設けた係止突条と呼び樋本体の両側面に設けた係止凹条とを呼び樋本体の長手方向の
スライドにて係止し、呼び樋本体の下面と軒天井板の下面とを略面一にして成ることを特
徴とする請求項１記載の呼び樋の取り付け構造。
【請求項３】
呼び樋を上下に偏平な筒状の呼び樋本体と、下方を開口せる断面コ字状の取り付けケース
とで構成し、軒天井板を取り付けるための野縁間に取り付けケースを配置すると共に取り
付けケースの両側に設けた取り付け片を上記野縁に引っ掛けて取り付けケースを野縁に支
持し、取り付けケースの下面開口の部分も軒天井板を貼って閉塞し、取り付けケースと軒
天井板に囲まれる空間に呼び樋本体を嵌め込むと共に取り付けケースの両側片の内面に夫
々設けた係止突条と呼び樋本体の両側面に設けた係止凹条とを呼び樋本体の長手方向のス
ライドにて係止して成ることを特徴とする請求項１記載の呼び樋の取り付け構造。
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【請求項４】
上下に偏平な筒状の呼び樋の両側に一体に取り付け片を設け、軒天井板を取り付けるため
の野縁間に上記呼び樋を配置すると共に両側の取り付け片を両側の野縁に引っ掛けて呼び
樋を野縁に支持し、呼び樋の下面と軒天井板の下面とを略面一にして成ることを特徴とす
る請求項１記載の呼び樋の取り付け構造。
【請求項５】
上下に偏平な筒状の呼び樋の上面の中央の上方に取り付け片を一体に設け、隣接する軒天
井板間に上記呼び樋を埋め込むと共に呼び樋の上方に架設した野縁に上記取り付け片を引
っ掛けて呼び樋を野縁に支持し、呼び樋の下面と軒天井板の下面とを略面一にして成るこ
とを特徴とする請求項１記載の呼び樋の取り付け構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は軒樋の排水を外壁に沿う縦樋に流す呼び樋を軒天井に沿って取り付ける構造に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般の雨樋装置は、図６に示すように屋根１の軒先に軒樋２を沿わせて架設し、外壁３の
外面に沿って縦方向に縦樋４を配置し、軒樋２と縦樋４とを軒天井板５の下方に配置した
呼び樋６′にて連通させてあった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記従来例の呼び樋６′は軒天井板５の下方に所定の水勾配で傾斜して設けら
れており、呼び樋６′と建築物との一体感がなくて外観意匠を損ねるという問題があった
。
【０００４】
本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、呼び樋と建築物とに一体感があるように
納めることができて外観を向上でき、しかも呼び樋を強固に取り付けることができる呼び
樋の取り付け構造を提供することを課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するための本発明の請求項１の呼び樋の取り付け構造は、上下に偏平な筒
状の呼び樋６を軒天井に埋設するように配設し、軒天井裏に架設した野縁７に呼び樋６の
取り付け片８を引っ掛け支持して成ることを特徴とする。軒天井に埋設するように呼び樋
６を取り付けたことにより、呼び樋６を外観よく仕舞うことができる。軒天井裏に架設し
た野縁７に呼び樋６の取り付け片８を引っ掛け支持したことにより、呼び樋６を野縁７に
て強固に支持することができる。このために軒天井に埋設するために略水平に取り付けら
れて雨水の荷重がかかる呼び樋６でも呼び樋６を確実に支持することができる。
【０００６】
また本発明の請求項２の呼び樋の取り付け構造は、請求項１において、呼び樋６を上下に
偏平な筒状の呼び樋本体６ａと、下方を開口せる断面コ字状の取り付けケース６ｂとで構
成し、軒天井板５を取り付けるための野縁７ａ間に取り付けケース６ｂを配置すると共に
取り付けケース６ｂの両側に設けた取り付け片８を上記野縁７ａに引っ掛けて取り付けケ
ース６ｂを野縁７ａに支持し、取り付けケース６ｂ内に呼び樋本体６ａを嵌め込むと共に
取り付けケース６ｂの両側片の内面に夫々設けた係止突条９と呼び樋本体６ａの両側面に
設けた係止凹条１０とを呼び樋本体６ａの長手方向のスライドにて係止し、呼び樋本体６
ａの下面と軒天井板５の下面とを略面一にして成ることを特徴とする。野縁７ａにて取り
付けケース６ｂを支持し、この取り付けケース６ｂに呼び樋本体６ａを係止突条９と係止
凹条１０との係止にて簡単且つ強固に取り付けることができて呼び樋６を簡単且つ強固に
支持できる。
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【０００７】
また本発明の請求項３の呼び樋の取り付け構造は、請求項１において、呼び樋６を上下に
偏平な筒状の呼び樋本体６ａと、下方を開口せる断面コ字状の取り付けケース６ｂとで構
成し、軒天井板５を取り付けるための野縁７ａ間に取り付けケース６ｂを配置すると共に
取り付けケース６ｂの両側に設けた取り付け片８を上記野縁７ａに引っ掛けて取り付けケ
ース６ｂを野縁７ａに支持し、取り付けケース６ｂの下面開口の部分も軒天井板５を貼っ
て閉塞し、取り付けケース６ｂと軒天井板５に囲まれる空間に呼び樋本体６ａを嵌め込む
と共に取り付けケース６ｂの両側片の内面に夫々設けた係止突条９と呼び樋本体６ａの両
側面に設けた係止凹条１０とを呼び樋本体６ａの長手方向のスライドにて係止して成るこ
とを特徴とする。野縁７ａにて取り付けケース６ｂを支持し、この取り付けケース６ｂに
呼び樋本体６ａを係止突条９と係止凹条１０との係止にて簡単且つ強固に取り付けること
ができて呼び樋６を簡単且つ強固に支持できる。また呼び樋６が露出しないように下面を
軒天井板５にて覆って外観よく仕舞うことができる。
【０００８】
また本発明の請求項４の呼び樋の取り付け構造は、請求項１において、上下に偏平な筒状
の呼び樋６の両側に一体に取り付け片８を設け、軒天井板５を取り付けるための野縁７ａ
間に上記呼び樋６を配置すると共に両側の取り付け片８を両側の野縁７ａに引っ掛けて呼
び樋６を野縁７ａに支持し、呼び樋６の下面と軒天井板５の下面とを略面一にして成るこ
とを特徴とする。野縁７ａにて呼び樋６を強固に支持できる。
【０００９】
また本発明の請求項５の呼び樋の取り付け構造は、請求項１において、上下に偏平な筒状
の呼び樋６の上面の中央の上方に取り付け片８を一体に設け、隣接する軒天井板５間に上
記呼び樋６を埋め込むと共に呼び樋６の上方に架設した野縁７ｂに上記取り付け片８を引
っ掛けて呼び樋６を野縁７ｂに支持し、呼び樋６の下面と軒天井板５の下面とを略面一に
して成ることを特徴とする。野縁７ｂにて呼び樋６を強固に支持できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図２に示すように家屋のような建築物の屋根１の軒先には軒樋２を軒樋吊り具にて吊るこ
とで取り付けてあり、軒樋２の長手方向の途中には集水器１１を装着してある。軒天井部
には不燃性材料にて形成せる軒天井板５が貼ってあり、軒天井に埋め込むように呼び樋６
を取り付けてある。呼び樋６の一端は集水器１１に接続してあり、呼び樋６の他端は外壁
に沿わせて装着した縦樋１２の上端に接続してあり、屋根１の雨水を軒樋２にて受け、こ
の雨水を軒樋２、集水器１１、呼び樋６を介して縦樋１２に排水できるようになっている
。
【００１１】
図１の例の場合、呼び樋６は偏平な角筒状の呼び樋本体６ａと、下方を開口せる断面コ字
状の取り付けケース６ｂとで構成してある。取り付けケース６ｂの両側片の上端には側方
に向けて水平に突出する取り付け片８を設けてあり、取り付けケース６ｂの両側の側片の
内面には係止突条９を長手方向に亙って突設してある。呼び樋本体６ａの両側の側面には
上記係止突条９が係止し得る係止凹条１０を長手方向に亙って設けてあり、呼び樋本体６
ａの両側面の下端には水平方向に突出するフランジ片１３を設けてある。軒天井裏には野
縁７として軒天井板５を支持する野縁７ａが複数本架設され、野縁７ａの下面側に軒天井
板５を貼ってある。軒天井板５は複数枚並べて貼られ、隣合う軒天井板５の端部同士は雌
実１４と雄実１５との嵌合にて接続される。呼び樋６を取り付ける部分では下面側に軒天
井板５が貼られず、一対の野縁７ａ間に間隔を隔ててある。この一対の野縁７ａ間には上
から取り付けケース６ｂが嵌め込まれ、取り付けケース６ｂの両側の取り付け片８を野縁
７ａの上に載設して取り付けケース６ｂが取り付けられる。この取り付けケース６ｂを取
り付けた後、呼び樋本体６ａが呼び樋本体６ａの長手方向にスライドさせることで取り付
けケース６ｂ内に取り付けられ、係止突条９と係止凹条１０とが係止される。呼び樋本体
６ａを取り付けた状態で呼び樋本体６ａの下面と軒天井板５の下面とが略面一になり、両
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側のフランジ片１３が軒天井板５の端縁の下面に当接される。
【００１２】
また図３は実施の形態の他の例を示す。本例も上記例と基本的に同じであり、異なる点だ
け主に述べる。本例の場合も、呼び樋６は偏平な角筒状の呼び樋本体６ａと、下方を開口
せる断面コ字状の取り付けケース６ｂとで構成してある。この取り付けケース６ｂの両側
片に取り付け片８が設けられるのであるが、本例の場合、取り付けケース６ｂの両側片の
上端より下方の位置で水平に突出するように取り付け片８を設けてある。また本例の場合
、呼び樋６を取り付ける位置でも軒天井板５を貼ってある。呼び樋６を取り付ける位置で
一対の野縁７ａ間には上から取り付けケース６ｂが嵌め込まれ、取り付けケース６ｂの両
側の取り付け片８を野縁７ａの上に載設して取り付けケース６ｂが取り付けられる。取り
付けケース６ｂを取り付けた状態で取り付けケース６ｂとの軒天井板５との間の空間に呼
び樋本体６ａが呼び樋本体６ａの長手方向にスライドさせることで取り付けられ、係止突
条９と係止凹条１０とが係止される。
【００１３】
また図４は実施の形態の他の例を示す。本例の場合、呼び樋６が偏平な角筒状に形成され
ており、呼び樋６の両側の上端に水平方向に突出するように取り付け片８を一体に設けて
あり、呼び樋６の両側の下端に水平方向に突出するフランジ片１３を設けてある。また本
例の場合、軒天井板５の下面に凹溝１６ａと凸部１６ｂとよりなる凹凸柄１６を設けてあ
るが、呼び樋６の下面にも凹溝１６ａと凸部１６ｂよりなる凹凸柄１６を設けてあり、軒
天井板５の下面の凹凸柄１６と呼び樋６の下面の凹凸柄１６とを同じ柄にしてある。呼び
樋６を取り付ける部分では一対の野縁７ａ間に軒天井板５が貼られておらず、この一対の
野縁７ａ間に呼び樋６が呼び樋６の長手方向にスライドさせることで取り付けられる。呼
び樋６を取り付けたとき、呼び樋６の両側の取り付け片８が野縁７ａに載設されて野縁７
ａに呼び樋６が支持される。また呼び樋６の下面と軒天井板５の下面とが略面一になり、
両側のフランジ片１３が軒天井板５の端縁の下面に当接される。
【００１４】
また図５は実施の形態の他の例を示すものである。本例も上記例と基本的に同じであり、
異なる点だけを主に述べる。呼び樋６の上面の幅方向の中央の近傍には垂直方向に向けて
立ち上がり片１７を突設してあり、立ち上がり片１７の上端には水平方向に突出する取り
付け片８を一体に設けてある。野縁７としての野縁７ａにて軒天井板５を支持してあり、
また野縁７としての野縁７ｂが呼び樋６を取り付ける箇所に架設してある。本例の場合も
呼び樋６を取り付ける箇所には軒天井板５が貼られていない。そしてこの軒天井板５が貼
られていない部分には呼び樋６が呼び樋６の長手方向にスライドさせることで取り付けら
れる。呼び樋６を取り付けたとき、呼び樋６の中央の取り付け片８が野縁７ｂに載設され
て野縁７ｂに呼び樋６が支持される。また呼び樋６の下面と軒天井板５の下面とが略面一
になり、両側のフランジ片１３が軒天井板５の端縁の下面に当接される。
【００１５】
【発明の効果】
本発明の請求項１の発明は、上下に偏平な筒状の呼び樋を軒天井に埋設するように配設し
、軒天井裏に架設した野縁に呼び樋の取り付け片を引っ掛け支持しているものであって、
軒天井に埋設するように呼び樋を取り付けたことで、呼び樋を外観よく仕舞うことができ
るものであり、しかも軒天井裏に架設した野縁に呼び樋の取り付け片を引っ掛け支持した
ことで、呼び樋を野縁にて強固に支持することができものであり、従って軒天井に埋設す
るために略水平に取り付けられて雨水の荷重がかかる呼び樋でも呼び樋を確実に支持する
ことができるものである。
【００１６】
また本発明の請求項２の発明は、請求項１において、呼び樋を上下に偏平な筒状の呼び樋
本体と、下方を開口せる断面コ字状の取り付けケースとで構成し、軒天井板を取り付ける
ための野縁間に取り付けケースを配置すると共に取り付けケースの両側に設けた取り付け
片を上記野縁に引っ掛けて取り付けケースを野縁に支持し、取り付けケース内に呼び樋本
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体を嵌め込むと共に取り付けケースの両側片の内面に夫々設けた係止突条と呼び樋本体の
両側面に設けた係止凹条とを呼び樋本体の長手方向のスライドにて係止し、呼び樋本体の
下面と軒天井板の下面とを略面一にしているので、野縁にて取り付けケースを支持し、こ
の取り付けケースに呼び樋本体を係止突条と係止凹条との係止にて簡単且つ強固に取り付
けることができて呼び樋を簡単且つ強固に支持できるものである。
【００１７】
また本発明の請求項３の発明は、請求項１において、呼び樋を上下に偏平な筒状の呼び樋
本体と、下方を開口せる断面コ字状の取り付けケースとで構成し、軒天井板を取り付ける
ための野縁間に取り付けケースを配置すると共に取り付けケースの両側に設けた取り付け
片を上記野縁に引っ掛けて取り付けケースを野縁に支持し、取り付けケースの下面開口の
部分も軒天井板を貼って閉塞し、取り付けケースと軒天井板に囲まれる空間に呼び樋本体
を嵌め込むと共に取り付けケースの両側片の内面に夫々設けた係止突条と呼び樋本体の両
側面に設けた係止凹条とを呼び樋本体の長手方向のスライドにて係止しているので、野縁
にて取り付けケースを支持し、この取り付けケースに呼び樋本体を係止突条と係止凹条と
の係止にて簡単且つ強固に取り付けることができて呼び樋を簡単且つ強固に支持できるも
のであり、また呼び樋が露出しないように下面を軒天井板にて覆って外観よく仕舞うこと
ができるものである。
【００１８】
また本発明の請求項４の発明は、請求項１において、上下に偏平な筒状の呼び樋の両側に
一体に取り付け片を設け、軒天井板を取り付けるための野縁間に上記呼び樋を配置すると
共に両側の取り付け片を両側の野縁に引っ掛けて呼び樋を野縁に支持し、呼び樋の下面と
軒天井板の下面とを略面一にしているので、野縁にて呼び樋を強固に支持できるものであ
る。
【００１９】
また本発明の請求項５の発明は、請求項１において、上下に偏平な筒状の呼び樋の上面の
中央の上方に取り付け片を一体に設け、隣接する軒天井板間に上記呼び樋を埋め込むと共
に呼び樋の上方に架設した野縁に上記取り付け片を引っ掛けて呼び樋を野縁に支持し、呼
び樋の下面と軒天井板の下面とを略面一にしているので、野縁にて呼び樋を強固に支持で
きるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の一例の要部の分解斜視図である。
【図２】同上の全体の構造を示す概略斜視図である。
【図３】同上の他の例の要部の分解斜視図である。
【図４】同上の他の例の要部の斜視図である。
【図５】同上の他の例の要部の斜視図である。
【図６】従来例の斜視図である。
【符号の説明】
５　軒天井板
６　呼び樋
６ａ　呼び樋本体
６ｂ　取り付けケース
７　野縁
７ａ　野縁
７ｂ　野縁
８　取り付け片
９　係止突条
１０　係止凹条
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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